
◆第４６回日本少年野球選手権大会予選  
▽中学生の部・神奈川県支部Ｂブロック２回戦 秦野ボーイズ4-0横浜都筑 
ボーイズ (5月30、31日・伊勢原サンシャインスタジアムほか) 
 
 関東各地で夏の全国大会予選が行われ、東京西の中学生の部で加盟７年目 
の東京都市大学付属ボーイズが、八王子ボーイズ、東村山中央ボーイズに連勝 
して決勝進出を決めた。７日、府中市民球場で初出場を懸けて、春夏連続出場 
を目指す八王子桑都ボーイズと激突する。神奈川では1、2回戦11試合が行われ 
A、B両ブロックの8強が出そろった。 
 
 呼吸がピッタリ合った“混合バッテリー”が相手打線を手玉に取り、秦野ボーイズが初戦で完封勝利を飾った。 
 
 「危ない（主力）打者には初球から一番いいスライダーを使った」と女子の主将兼捕手・平井菜生は先発の181センチ
右腕・小泉佳輔をリード。平井の慎重さを感じ取った小泉は「点を取った次の回は、特に気をつけた」と、勝負所ではチェン
ジアップでカウントを整えて連打を許さず、7回4安打無失点で完投した。 
 
 攻撃でエースを援護したのも7番・平井だ。2回2死一塁、「内角ひざ付近の直球」を男子顔負けのスイングで右越えに
運ぶ先制三塁打。駒澤克哉の右前打で2点目のホームを踏んだ。3回に暴投で加点、5回は6番・木村皇介が右中間に
適時三塁打を放った。 
 
 「小泉はうまくかわす投球ができるようになった。下位打線で点を取れたことも収穫」と伊藤勝巳監督（46）は、満足げ
な表情で話した。創部7年目の初出場まであと3勝。チーム一丸で挑む。 


